














第 2 章から第 4 章まででは，高透水でかっ地下水位が低い割れ目岩盤の透水性状を正確に把握することで，合理的
なダム基礎の浸透流制御範囲の決定を目指している。
まず第 2 章では，高透水性岩盤の層流抵抗則を求めるための高粘性流体試験を提案，実用化している。第 3 章では，
第 2 章の研究を進めて，岩盤の層流および乱流の抵抗則を求めるための試験方法および結果の解析法を提案し室内，
原位置での実証試験でその程度の高さを検証している。加えて，第 4 章で，第 3 章で求めた岩盤の層流および乱流の
抵抗則を用いて，ダム湛水時の地山からの漏水量を予測するための浸透流解析プログラムを開発し，その精度を検証
してから，モデルダムでの解析を行い，合理的な透水流制御範囲について考察している。
第 5 章では，第 2 章から第 4 章で対象とした割れ目岩盤とは対照をなす軟岩あるいは砂疎地盤で実施するルジオン
テストの問題点を整理しその対策を確立している。


























(5) ルジオンテストから得られる圧力と注水量の関係 (p-q 曲線)が多くの地盤水理情報の反映であるとの立場か
ら， p-q 曲線を詳しく分析し適切なルジオン値を客観的に求めるための方法を確立している。
(6) 軟岩基礎等の強度の小さい基礎の浸透破壊抵抗性に関する研究を行って，一軸圧力強さに応じた室内および原位
置浸透破壊試験の使い分け方法をまとめ，室内試験により浸透破壊抵抗性の異方性や試料撹乱の影響を明らかにし
ている。また，簡易な洗掘抵抗試験により透水破壊抵抗性を推定できる可能性を示している。さらに，現地のあり
のままの地盤を対象とした原位置透水破壊試験法を提案している。
以上のように，本論文は，ダム基礎の浸透機構を解明するために多くの試験法を提案するとともに，それを合理的
な基礎の浸透流制御に役立てる方法についても示したもので，その成果は，ダム工学および岩盤力学に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるc
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